
　首都圏公設試験研究所機関連携体「TKF」は、これま
で、TKF各機関の成果事例発表、情報交換の場として
開催してきたTKFフォーラムを公開し、「TKFオープン
フォーラム」として開催します。活動内容や成果を広く中
小企業の方々に知っていただき、さらに連携支援を充実
させていきます。ぜひご参加ください。

◆プログラム
1.

2.
3.

4.
5.

「大学発ベンチャー企業による、手術支援ロボット機器の製品
開発」
リバーフィールド（株） 代表取締役 原口 大輔氏
公設試験研究機関の海外展開支援事業の紹介
TKF各機関からの報告　
「一押し技術紹介と製品化事例紹介」
助成事業紹介
交流会（会費制）

パネル展示（531会議室）
　TKFとMTEPの活動の紹介／各機関の得意技術・成果事例など

◆プログラム
1.

2.
3.
4.

東京都異業種交流グループとは
　都産技研では、さまざま業種の企業が集まり、お互いの技術や
ノウハウを提供しあい、新分野進出への方向性を探る「場」となる
異業種交流グループの結成を支援しています。現在、27グループ
が活動しています。

基調講演　
「ものづくり羅針盤 ～TPPでものづくり 中小企業の進む道は～」　
 （一社）日本機械学会　イノベーションセンター長 渡邉 政嘉氏
展示商談会
プレゼンテーション
名刺交換・交流会

●日　　時

●会　　場
●定　　員
●参 加 費
●申込方法

　「合同交流会」は、年1回、全ての異業種合流グループ
が一堂に会し、交流・情報交換を図るイベントです。本年
度は【知って得する小さい力 小さな技術を大きく実現】を
テーマとし、都産技研の技術研究会および（公財）東京都
中小企業振興公社異業種交流グループにも参加いただ
き、合同交流会を開催します。
　来場者とのふれあいの中で、
新たなビジネスチャンスが芽生
える場となるでしょう。一般の方
のご来場もお待ちしております。

第31回東京都異業種交流グループ合同交流会開催

「平成27年度 TKFオープンフォーラム」
運営事務局
TEL 03-5644-7499　FAX 03-5644-7397

お問い合わせ

平成27年度 TKFオープンフォーラム ―技術の力で中小企業の未来を拓く、公設試験研究機関の成果事例発表会― 開催

I n f o r m a t i o n

平成28年 1月29日（金） 14：00～ 17：20
（交流会 17：45～ 19：00）
都産技研　5階講堂
100名
無料（交流会3,000円）
都産技研ホームページまたは
FAXにてお申込みください。後日
事務局より聴講券を送付します。
FAX：03-5644-7397

●日　　時
●会　　場
●参 加 費

平成28年2月25日（木）10：40～ 16：00
三鷹産業プラザ　７階（三鷹市下連雀3-38-4）
無料

※事前申し込みは必要ありません。直接会場にお越しください。

お申し込みは
こちらから

交流連携室＜本部＞　TEL  03-5530-2134お問い合わせ

昨年度の合同交流会の様子
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た六価のクロム酸化物を用いたVOC除去
材料です。特定の細孔を有するポーラスシリ
カを鋳型として作製したことで、加熱により
三価の状態から六価に再生して、繰り返し
使用することができます。この特性を生かし
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　昨年は訪日旅行客の増加などのプラス要因もありました

が、中国経済の減速等で中小企業の経営環境は厳しい状態

が続きました。その中にあって、都産技研は中小企業支援のメ

ニュー拡充に努めました結果、平成２７年度上半期の実績とし

て、主要事業であります技術相談で６９千件、依頼試験で６８

千件、機器利用で６５千件と、全体的には昨年度とほぼ同程

度のご利用をいただきました。特に、一昨年１２月に城南支所

に開設した「先端計測加工ラボ」は約１０千件と予想を超える

多くの利用をいただきました。中小企業の皆さまの積極的なご

利用に、改めまして御礼申し上げます。

　さて、都産技研は平成２３年度開始の第２期中期計画に

沿って、自らの技術、製品で市場に打って出るいわゆる開発

型の中小企業支援に力をいれてきました。さらに平成２８年度

からはじまる第３期においては、海外市場にも積極的に挑戦

する「世界に勝つものづくり」支援に力を入れてまいります。以

下ではそうした支援事業の最近の話題をご紹介いたします。

1） ロボット産業活性化事業の開始
　都産技研では東京都の支援も得て、昨年４月「ロボット産

業活性化事業」を開始しました。２０２０年東京オリンピック・パ

ラリンピックを視野に入れた、ロボットの実用化、事業化のプロ

ジェクトです。技術開発、試作評価支援、安全認証技術支援

のみならず、事業化を前提とした共同開発の推進など幅広い

事業を進めています。また、本年４月にはこの事業の支援拠点

として「東京ロボット産業支援プラザ」を全面オープンいたしま

す。ロボットに関心のある中小企業の皆さまの積極的な活用

をお願いします。

2） 海外展開支援事業の強化
　都産技研では、国内製品の海外輸出を支援する「輸出製

品技術支援センター（ＭＴＥＰ）」を平成２４年１０月から運営し、

本年度上半期も５３0件の専門相談をいただくなど、よく活用

されています。さらに昨年４月、タイ王国のバンコクに東南アジ

アに進出した日系中小企業の技術支援を行う「バンコク支

所」を開設し、技術相談、技術セミナー等の事業を開始してお

ります。現地での「技術の駆け込み寺」としての一層の活用を

お願いします。

３）研究開発事業体制の強化（平成２８年４月）
　第２期中期計画においては、技術分野として「環境・省エ

ネルギー」、「バイオ応用」、「ＥＭＣ・半導体」、「メカトロニクス」

の４つの重点分野を中心に研究開発に取り組んでまいりまし

た。第３期中期計画においては、これらを発展させ「環境・エネ

ルギー」、「生活技術・ヘルスケア」、「機能性材料」、「安全・

安心」の重点分野に取り組みます。さらに、本部の開発体制を

３部門から４部門に増強し、中小企業がすぐ使えるシーズ開発

に努めます。従来にも増した都産技研シーズの活用をお願い

申し上げます。

　さて、今年こそ景気を本格的に回復軌道に乗せなければな

らない年ですが、そのためには中小企業が業績を伸ばさなけれ

ばなりません。都産技研は臨海副都心の本部、多摩テクノプ

ラザ、城東支所、墨田支所、城南支所、バンコク支所の６拠点

体制で、今まで以上に中小企業の技術支援を強化してまいり

ます。都産技研のさらなる活用をお願いしますとともに、この平

成２８年が皆さまの飛躍の年になることを祈念しまして、新年

の挨拶といたします。
東京都立産業技術研究センター

理事長　片岡　正俊

新年のご挨拶
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て

平成27年を振り返る

多摩テクノプラザ5周年
平成22年2月22日に開設した多摩
テクノプラザが5周年を迎えました。5
周年を記念して「技術交流会2015」
を開催し、多摩テクノプラザの事業成
果の発表や展示を行いました。

2月

バンコク支所開設
ASEAN地域に展開する日系中小企
業の技術支援をするため、タイ王国
（バンコク）にバンコク支所を開設しま
した。技術相談やセミナーなどを通じて
技術支援を行っています。

4月

ロボット産業活性化事業開始
中小企業のロボット産業への参入を
支援するため、ロボット産業活性化事
業を開始しました。開発拠点として「東
京ロボット産業支援プラザ」を開設し、
平成28年4月の本格運用に向け整
備を進めています。

4月

金属粉末AMの機器利用開始
3Dデジタルものづくり支援強化のた
め、金属粉末AMによる機器利用
サービスを開始しました。これにあわせ、
本部に「AM（ 3Dプリンター）ラボ」 を
開設し、開発型中小企業の高付加価
値ものづくり支援に取り組んでいます。

7月

生活空間計測スタジオ開設
2020年東京オリンピック・パラリン
ピックを控え、関心が高まるスポーツや
健康分野などの製品開発を支援する
ため、墨田支所・生活技術開発セク
ターに人間の特性が計測できる「生活
空間計測スタジオ」を開設しました。

10月

重点4分野技術フォーラム開催
重点技術分野と位置付ける4分野の
これまでの研究成果の紹介や注目さ
れる技術をテーマに特別講演などを
行う「平成27年度 重点4分野技術
フォーラム」（全4回）を開催しました。

11・
12月
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材料技術
グループ

430℃まで昇温させたところ、室温から430℃まで
の過程においてほとんどVOC（エタノール）は漏れ
ていないことがわかりました。

ナノサイズ酸化クロムの
VOC処理技術への応用
　大気汚染や健康被害の原因となるVOC（揮発性有機化合物）の処理対策が求められています。クロム酸
化物の特性を活かして、幅広い温度帯で連続的にVOCを処理する技術を開発しました。

　近年、ナノテクノロジーを利用した機能性材料の役割がますます重要になっ
ています。表面構造は、材料の機能特性に密接に関わっているため、細孔構造
解析技術は粒子状材料、多孔質材料、セラミックス、吸着剤、触媒などのさまざま
な機能性材料の開発に役立ちます。

　VOCは、大気中でガス状になる有機
化合物の総称です。塗料やインキ、接
着剤などに含まれ、印刷や製材工場な
どからのVOC排出抑制技術が必要と
されてきました。この課題解決に用いら
れる簡易的な処理技術が活性炭吸着
法で、発生したVOCを活性炭に吸着さ
せて除去する方法です。しかし、活性炭
は高温多湿に弱く、またVOCの吸着能
力が低下すると、VOCの脱着処理か吸
着剤の交換が必要になります。これらの
活性炭が苦手とする部分を補える新し
いVOC処理材料を開発しました。

　
　新しいVOC処理材料として見いだし
たのが、六価のクロム酸化物です。もと
もと六価のクロム酸化物は加熱すると
不安定な物質ですが、１nm程度の細
孔を持つポーラスシリカ鋳型内に導入
したクロム酸化物は、加熱条件下でも
六価が安定して存在しやすいことが今
回の研究でわかりました（図1）。また、
六価のクロム酸化物が加熱することで
燃焼媒体として働くこともわかりました。
　六価のクロム酸化物は、室温～中温
域では酸化剤としてVOCを分解し、三
価にシフトします。三価のクロムは、加熱

条件下でVOC燃焼触媒として使用で
きる上に、加熱により六価に再生しま
す。この特性を活用することで、触媒を
交換することなく、繰り返し利用し続け
ることが可能となりました（図2）。　
　100℃前後からVOCの脱着が始ま
る活性炭に比べて、六価のクロムは幅
広い温度帯でのVOC処理が可能です
（図3）。
　さらに、六価のクロムは交換せずに連
続的に使用できるため、メンテナンス負
担を減らすことができます。これまで、導
入が難しかった分野でも、利用が可能
になると期待しています。
　

　一方で、六価のクロムは毒性もあり、
取り扱いが難しいため、VOC処理材
料として新たな物質を探すことが今後
のテーマです。また、光触媒を応用し、
VOCを低温で分解する触媒の研究な
ど多方面から、より精度を高めたVOC
処理技術の研究開発が必要です。

　窒素吸脱着測定装置（図1）を用いて、－196℃
でヘリウム（He）/窒素（N2）の混合比とN2吸着
量の関係を測定します。得られる曲線は、細孔の
有無や大きさ､吸着エネルギーなどにより形が変
化し、およそ図2のⅠからⅥ型のように分類できま
す。このデータをもとに細孔構造を解析します。

解析の原理

材料技術グループ＜本部＞　TEL 03-5530-2646お問い合わせ

活性炭のデメリットを補う
VOC処理材料を開発

クロム酸化物の特性を活かし
連続的にVOCを除去

研究紹介

技術紹介

相対圧

本研究でも使用した、多孔質材料や触媒における
窒素の吸脱着を分析測定する装置

●窒素吸脱着測定装置の仕様

測定範囲 0.01 m2 g－1～ (化学吸着や揮発性のあるものは不可)

吸着質 窒素　　

細孔構造解析 おおよそ0.7 ～50 nmの範囲

窒素吸脱着測定装置による細孔構造解析は、オーダーメード試験で対応します。
1サンプル当たり　22,000円～
※測定時間や前処理条件等で異なります。詳しくは、お問い合わせください。

●料　金 [オーダーメード試験]

Ｎ２吸着法を用いた細孔構造解析

さらなる研究でVOC処理
材料の精度向上を目指す

　2nm以上の細孔を有するポーラスシリカの鋳型にクロム酸化
物を導入しても、三価になってしまいます。それに対し、1～2nm
程度のポーラスシリカを鋳型とすることで、六価のクロム酸化物
を優先して導入することができました。

細孔サイズが与える影響
　通常、六価のクロム酸化物は熱安定性が低く、三価のクロム
酸化物を加熱しても六価にはなりません。1～2nm程度の細孔内
に導入したクロム酸化物は、加熱（＞350℃）により六価のクロム
酸化物に再生させることができるため、繰り返し使用できます。

加熱により再利用可能

POINTKEY

シリカの細孔サイズ
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図 1シリカの細孔サイズが与える影響 図 2 六価のクロム酸化物の再生サイクル
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図 3　昇温反応による測定結果
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430℃まで昇温させたところ、室温から430℃まで
の過程においてほとんどVOC（エタノール）は漏れ
ていないことがわかりました。

ナノサイズ酸化クロムの
VOC処理技術への応用
　大気汚染や健康被害の原因となるVOC（揮発性有機化合物）の処理対策が求められています。クロム酸
化物の特性を活かして、幅広い温度帯で連続的にVOCを処理する技術を開発しました。

　近年、ナノテクノロジーを利用した機能性材料の役割がますます重要になっ
ています。表面構造は、材料の機能特性に密接に関わっているため、細孔構造
解析技術は粒子状材料、多孔質材料、セラミックス、吸着剤、触媒などのさまざま
な機能性材料の開発に役立ちます。
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着剤などに含まれ、印刷や製材工場な
どからのVOC排出抑制技術が必要と
されてきました。この課題解決に用いら
れる簡易的な処理技術が活性炭吸着
法で、発生したVOCを活性炭に吸着さ
せて除去する方法です。しかし、活性炭
は高温多湿に弱く、またVOCの吸着能
力が低下すると、VOCの脱着処理か吸
着剤の交換が必要になります。これらの
活性炭が苦手とする部分を補える新し
いVOC処理材料を開発しました。

　
　新しいVOC処理材料として見いだし
たのが、六価のクロム酸化物です。もと
もと六価のクロム酸化物は加熱すると
不安定な物質ですが、１nm程度の細
孔を持つポーラスシリカ鋳型内に導入
したクロム酸化物は、加熱条件下でも
六価が安定して存在しやすいことが今
回の研究でわかりました（図1）。また、
六価のクロム酸化物が加熱することで
燃焼媒体として働くこともわかりました。
　六価のクロム酸化物は、室温～中温
域では酸化剤としてVOCを分解し、三
価にシフトします。三価のクロムは、加熱

条件下でVOC燃焼触媒として使用で
きる上に、加熱により六価に再生しま
す。この特性を活用することで、触媒を
交換することなく、繰り返し利用し続け
ることが可能となりました（図2）。　
　100℃前後からVOCの脱着が始ま
る活性炭に比べて、六価のクロムは幅
広い温度帯でのVOC処理が可能です
（図3）。
　さらに、六価のクロムは交換せずに連
続的に使用できるため、メンテナンス負
担を減らすことができます。これまで、導
入が難しかった分野でも、利用が可能
になると期待しています。
　

　一方で、六価のクロムは毒性もあり、
取り扱いが難しいため、VOC処理材
料として新たな物質を探すことが今後
のテーマです。また、光触媒を応用し、
VOCを低温で分解する触媒の研究な
ど多方面から、より精度を高めたVOC
処理技術の研究開発が必要です。

　窒素吸脱着測定装置（図1）を用いて、－196℃
でヘリウム（He）/窒素（N2）の混合比とN2吸着
量の関係を測定します。得られる曲線は、細孔の
有無や大きさ､吸着エネルギーなどにより形が変
化し、およそ図2のⅠからⅥ型のように分類できま
す。このデータをもとに細孔構造を解析します。

解析の原理
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本研究でも使用した、多孔質材料や触媒における
窒素の吸脱着を分析測定する装置

●窒素吸脱着測定装置の仕様

測定範囲 0.01 m2 g－1～ (化学吸着や揮発性のあるものは不可)

吸着質 窒素　　

細孔構造解析 おおよそ0.7 ～50 nmの範囲

窒素吸脱着測定装置による細孔構造解析は、オーダーメード試験で対応します。
1サンプル当たり　22,000円～
※測定時間や前処理条件等で異なります。詳しくは、お問い合わせください。

●料　金 [オーダーメード試験]

Ｎ２吸着法を用いた細孔構造解析

さらなる研究でVOC処理
材料の精度向上を目指す

　2nm以上の細孔を有するポーラスシリカの鋳型にクロム酸化
物を導入しても、三価になってしまいます。それに対し、1～2nm
程度のポーラスシリカを鋳型とすることで、六価のクロム酸化物
を優先して導入することができました。

細孔サイズが与える影響
　通常、六価のクロム酸化物は熱安定性が低く、三価のクロム
酸化物を加熱しても六価にはなりません。1～2nm程度の細孔内
に導入したクロム酸化物は、加熱（＞350℃）により六価のクロム
酸化物に再生させることができるため、繰り返し使用できます。

加熱により再利用可能
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図 1シリカの細孔サイズが与える影響 図 2 六価のクロム酸化物の再生サイクル
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　ラマン分光測定とは、入射光と異なった波長を持つラマン散
乱光を分光して、スペクトルを測定し、材料の分子構造や結晶
構造などを調べる手法です。
　炭素材料は、ダイヤモンド、グラファイト、ダイヤモンドライク
カーボン（Diamond like Carbon：DLC）膜、カーボンナノ
チューブ、グラフェンなど、さまざまな構造をとることがわかってい
ます。ラマン分光測定は、このような炭素材料の構造を敏感に
とらえることができます。表面技術グループでは、既存の可視光
に加えて、紫外光および赤外光の顕微レーザラマン分光装置
を9月に導入しました。この装置は、無機炭素材料測定を行う
依頼試験としてご利用いただけます。

設備紹介

顕微レーザラマン分光測定装置

表面技術
グループ

研究紹介
表面技術
グループ

図1 DLC膜のラマンスペクトル

図2  酸化チタンのラマンスペクトル

表面技術グループ＜本部＞　TEL 03-5530-2630お問い合わせ 表面技術グループ＜本部＞　TEL 03-5530-2630お問い合わせ

•励起レーザーの波長

　紫外光励起レーザー波長 325 nm （既存機種）

　可視光励起レーザー波長 532 nm （新機種）

　近赤外光励起レーザー波長 785 nm （新機種）

環境低負荷型
ホウ素フリーニッケルめっきの展開
　都産技研が独自に開発した世界初の環境対応型クエン酸ニッケルめっき浴の実用化から14年が経
過し、装飾用としての実績を重ねています。今回、クエン酸ニッケルめっきによる電子部品（コネクタ）用
下地ニッケルめっきの開発を行い、クエン酸ニッケルめっきの応用展開の可能性を見いだしました。 　表面技術グループでは大学と連携し、PVD（物理蒸着）法およびCVD（化学蒸着）法による高機能材料創製技術の開発や企業との

共同研究により、高機能・高性能な製品応用技術の開発を行っています。また、製品・技術開発に活用いただける薄膜評価設備を保有
しています。今回は、顕微レーザラマン分光測定装置をご紹介します。

世界初の環境低負荷型ニッケルめっき コネクタ用めっきへの可能性 ラマン分光測定とは

◆DLC膜の測定
　ラマン分光測定により、炭素間の結合がSP2であるかSP3

であるかがわかるため、DLC膜の評価に使われています。DLC
膜の典型的なラマンスペクトルの例を図1に示します。
1550cm－1付近にみられるピークは、グラファイト構造（Gバン
ド）、1350cm－1付近にみられるピークは、乱れたグラファイト構
造（Dバンド）と解釈されます。

◆酸化チタンの測定
　酸化チタンの結晶構造には、アナターゼ型、ルチル型、ブ
ルッカイト型があります。光触媒としてアナターゼ型とルチル型
が用いられていますが、アナターゼ型の方がバンドギャップが大
きく、一般的に光触媒としての活性が高いと知られています。酸
化チタンのラマンスペクトルを図2に示します。酸化チタンの結
晶の結合状態の違いは、ラマン分光測定によって判別するこ
とが可能です。

測定事例

　ニッケルめっきは銀白色の美しい外観を持ち、耐食性、耐熱
性に優れているため、装飾性および機能性の両面において使
用される重要なめっきです。一般的な電気ニッケルめっきは、硫
酸ニッケル・塩化ニッケル・ホウ酸で構成された「ワット浴」が
使用されています。しかしながら、平成13年の水質汚濁防止
法の改正により、ホウ酸に含まれるホウ素が有害物質に追加
されました。これに対応するため、都産技研で開発したのが「ク
エン酸ニッケルめっき浴※1」です。クエン酸ニッケルめっき浴は、
従来のワット浴のホウ酸をクエン酸に置き換えたもので、すで
に装飾用分野において実用化されています。
※1 特許第3261676号：電気ニッケルめっき浴

コネクタ用下地めっきのための検証・評価

　コネクタ用のめっきには、ニッケルめっきと金めっきの二層
めっきが用いられており、図1の連続めっきによる方法が主流
です。この方法は、短時間でめっきを行うため、装飾用よりも高
い電流密度が必要です。そのため、コネクタ用下地めっきに適
しためっき浴の組成条件を検討しました。図2の回転型めっき
を連続めっきのモデルとして用いて、クエン酸ニッケルめっき浴
とワット浴による下地ニッケルめっき上に、それぞれ金めっきを
施した皮膜を作製し、比較して評価を行いました。 　めっきの成分や厚さを非破壊で測定する装置です。本研

究では、各種評価に用いるめっき試験片の膜厚測定に使用
しました。表面技術グループでは、半導体検出器タイプと比
例計数管タイプの蛍光X線膜厚計を整備しており、比例計
数管タイプは機器利用を行っています。めっきの品質管理や
製品開発等にご活用ください。

蛍光Ｘ線膜厚計

POINTKEY

　評価結果を表1に示します。クエン酸ニッケルめっき浴はワッ
ト浴と比べて外観および耐食性に優れた皮膜を形成することが
確認できました※2。
※2 特開2015-4094：電気ニッケルめっき液、めっき液の製造方法および電
気めっき方法

半導体検出器タイプ 比例計数管タイプ

顕微レーザラマン分光測定装置

塩水噴霧試験前

塩水噴霧試験後
（24時間）

ニッケルめっき クエン酸ニッケル
めっき浴 ワット浴

外観良好 外観不良

素材（銅）までは腐食していない 素材（銅）まで腐食している

図1 連続めっき（上図）
リールに巻きつけた帯状の板
や線をもう一方のリールに巻き
取りながらめっきをする方法で、
フープめっきといわれる

図2 回転型めっき（左図）
円型陰極板（銅板）を回転させ
ながらめっきを行う方法

外観良好

ピット
（くぼみ）

陰極板
（被めっき物：銅板）

陽極板
（ニッケル板）

（－）

モーター

（＋）

被めっき物
（銅、銅合金）

前処理 ニッケル
めっき

金めっき 後処理 乾燥

上層：金めっき
下地：ニッケルめっき
素材：銅、銅合金

表1 クエン酸ニッケルめっき浴と従来浴の比較

依頼試験料金 ［無機炭素材料測定］

仕　様

料金単位 一般中小企業

￥9,174
￥4,392

￥4,587
￥2,190

1試料1点につき
同一試料2点目以降1点につき

（税込）

•レーザースポットサイズ：1～100μm可変
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1 1 ¥4,587 ¥9,174

2
1 ¥2,190 ¥4,392

1 1 ¥4,587 ¥9,174

2
1 ¥2,190 ¥4,392

　ラマン分光測定とは、入射光と異なった波長を持つラマン散
乱光を分光して、スペクトルを測定し、材料の分子構造や結晶
構造などを調べる手法です。
　炭素材料は、ダイヤモンド、グラファイト、ダイヤモンドライク
カーボン（Diamond like Carbon：DLC）膜、カーボンナノ
チューブ、グラフェンなど、さまざまな構造をとることがわかってい
ます。ラマン分光測定は、このような炭素材料の構造を敏感に
とらえることができます。表面技術グループでは、既存の可視光
に加えて、紫外光および赤外光の顕微レーザラマン分光装置
を9月に導入しました。この装置は、無機炭素材料測定を行う
依頼試験としてご利用いただけます。

設備紹介

顕微レーザラマン分光測定装置

表面技術
グループ

研究紹介
表面技術
グループ

図1 DLC膜のラマンスペクトル

図2  酸化チタンのラマンスペクトル

表面技術グループ＜本部＞　TEL 03-5530-2630お問い合わせ 表面技術グループ＜本部＞　TEL 03-5530-2630お問い合わせ

•励起レーザーの波長

　紫外光励起レーザー波長 325 nm （既存機種）

　可視光励起レーザー波長 532 nm （新機種）

　近赤外光励起レーザー波長 785 nm （新機種）

環境低負荷型
ホウ素フリーニッケルめっきの展開
　都産技研が独自に開発した世界初の環境対応型クエン酸ニッケルめっき浴の実用化から14年が経
過し、装飾用としての実績を重ねています。今回、クエン酸ニッケルめっきによる電子部品（コネクタ）用
下地ニッケルめっきの開発を行い、クエン酸ニッケルめっきの応用展開の可能性を見いだしました。 　表面技術グループでは大学と連携し、PVD（物理蒸着）法およびCVD（化学蒸着）法による高機能材料創製技術の開発や企業との

共同研究により、高機能・高性能な製品応用技術の開発を行っています。また、製品・技術開発に活用いただける薄膜評価設備を保有
しています。今回は、顕微レーザラマン分光測定装置をご紹介します。

世界初の環境低負荷型ニッケルめっき コネクタ用めっきへの可能性 ラマン分光測定とは

◆DLC膜の測定
　ラマン分光測定により、炭素間の結合がSP2であるかSP3

であるかがわかるため、DLC膜の評価に使われています。DLC
膜の典型的なラマンスペクトルの例を図1に示します。
1550cm－1付近にみられるピークは、グラファイト構造（Gバン
ド）、1350cm－1付近にみられるピークは、乱れたグラファイト構
造（Dバンド）と解釈されます。

◆酸化チタンの測定
　酸化チタンの結晶構造には、アナターゼ型、ルチル型、ブ
ルッカイト型があります。光触媒としてアナターゼ型とルチル型
が用いられていますが、アナターゼ型の方がバンドギャップが大
きく、一般的に光触媒としての活性が高いと知られています。酸
化チタンのラマンスペクトルを図2に示します。酸化チタンの結
晶の結合状態の違いは、ラマン分光測定によって判別するこ
とが可能です。

測定事例

　ニッケルめっきは銀白色の美しい外観を持ち、耐食性、耐熱
性に優れているため、装飾性および機能性の両面において使
用される重要なめっきです。一般的な電気ニッケルめっきは、硫
酸ニッケル・塩化ニッケル・ホウ酸で構成された「ワット浴」が
使用されています。しかしながら、平成13年の水質汚濁防止
法の改正により、ホウ酸に含まれるホウ素が有害物質に追加
されました。これに対応するため、都産技研で開発したのが「ク
エン酸ニッケルめっき浴※1」です。クエン酸ニッケルめっき浴は、
従来のワット浴のホウ酸をクエン酸に置き換えたもので、すで
に装飾用分野において実用化されています。
※1 特許第3261676号：電気ニッケルめっき浴

コネクタ用下地めっきのための検証・評価

　コネクタ用のめっきには、ニッケルめっきと金めっきの二層
めっきが用いられており、図1の連続めっきによる方法が主流
です。この方法は、短時間でめっきを行うため、装飾用よりも高
い電流密度が必要です。そのため、コネクタ用下地めっきに適
しためっき浴の組成条件を検討しました。図2の回転型めっき
を連続めっきのモデルとして用いて、クエン酸ニッケルめっき浴
とワット浴による下地ニッケルめっき上に、それぞれ金めっきを
施した皮膜を作製し、比較して評価を行いました。 　めっきの成分や厚さを非破壊で測定する装置です。本研

究では、各種評価に用いるめっき試験片の膜厚測定に使用
しました。表面技術グループでは、半導体検出器タイプと比
例計数管タイプの蛍光X線膜厚計を整備しており、比例計
数管タイプは機器利用を行っています。めっきの品質管理や
製品開発等にご活用ください。

蛍光Ｘ線膜厚計

POINTKEY

　評価結果を表1に示します。クエン酸ニッケルめっき浴はワッ
ト浴と比べて外観および耐食性に優れた皮膜を形成することが
確認できました※2。
※2 特開2015-4094：電気ニッケルめっき液、めっき液の製造方法および電
気めっき方法

半導体検出器タイプ 比例計数管タイプ

顕微レーザラマン分光測定装置

塩水噴霧試験前

塩水噴霧試験後
（24時間）

ニッケルめっき クエン酸ニッケル
めっき浴 ワット浴

外観良好 外観不良

素材（銅）までは腐食していない 素材（銅）まで腐食している

図1 連続めっき（上図）
リールに巻きつけた帯状の板
や線をもう一方のリールに巻き
取りながらめっきをする方法で、
フープめっきといわれる

図2 回転型めっき（左図）
円型陰極板（銅板）を回転させ
ながらめっきを行う方法

外観良好

ピット
（くぼみ）

陰極板
（被めっき物：銅板）

陽極板
（ニッケル板）

（－）

モーター

（＋）

被めっき物
（銅、銅合金）

前処理 ニッケル
めっき

金めっき 後処理 乾燥

上層：金めっき
下地：ニッケルめっき
素材：銅、銅合金

表1 クエン酸ニッケルめっき浴と従来浴の比較

依頼試験料金 ［無機炭素材料測定］

仕　様

料金単位 一般中小企業

￥9,174
￥4,392

￥4,587
￥2,190

1試料1点につき
同一試料2点目以降1点につき

（税込）

•レーザースポットサイズ：1～100μm可変

 T IRI  News  2016  Jan . 0706



平成27年度工業標準化事業表彰
経済産業大臣表彰

首都圏テクノネットワークゾーンでは、
幅広い技術分野の研究成果を紹介し
ました

３Dデジタルものづくり支援を紹介す
るコーナーでは、金属粉末AMによる
試作品や城東支所が試作に協力した
フィギュアを展示しました

　工業製品の標準化推進活動に優れた功績を有する方を表彰する「工業標準化事業
表彰」の経済産業大臣表彰を原田 晃理事が受賞しました。　
　これまで原田理事は、「海水中のpH高精度測定法」について日本から提案し、ISOで
の規格化を主導してきたほか、日本工業標準調査会（環境・資源循環専門委員会）の臨
時委員を務め、環境分野に資するJISの制定・改正に取り組み、我が国の環境対策の
向上に大きく貢献してきました。これらの取り組みが評価され、経済産業大臣表彰を授与さ
れました。

一般社団法人電気学会
基礎・材料・共通部門表彰

　平成27年9月17日に開催された平成27年度電気学
会基礎・材料・共通部門大会において、平成26年度に
発表した若手研究者の中から優秀論文口頭発表者に対
し授与される電気学会優秀論文発表賞を佐々木主任研
究員が受賞しました。

受 賞 者：佐々木 正史　
 実証試験セクター　
 主任研究員
受 賞 日：平成27年9月17日
表彰団体 ：一般社団法人電気学会
発表題名：小型共晶点セルによる
 熱電対の高温度校正

一般社団法人日本繊維製品消費科学会
奨励賞

　衣服内の水分環境を明らかにすることを目的に山田副
主任研究員が実施した研究に対し、平成27年6月27日
に開催された日本繊維製品消費科学会において、今後の
発展が期待されるとして奨励賞が授与されました。

受 賞 者：山田 巧　
 技術経営支援室　
 副主任研究員
受 賞 日：平成27年6月27日
表彰団体 ：一般社団法人日本繊維製品
 消費科学会
表　　題：衣服素材の必要水分透過量
 設計に向けた基礎研究

受 賞 者：原田 晃 理事　　
受 賞 日：平成27年10月5日　　
表彰団体 ：経済産業省

受賞報告 中小企業が一堂に集結する
産業交流展2015に出展
　3日間を通じて5万人を超える来場者が訪れた産業交流展2015（平成27年11月18日～20日）。
「情報」、「環境」、「医療・福祉」、「機械・金属」等の成長・注目分野の優れた技術や製品を一堂に展示する
中小企業による国内最大級のビジネストレードショーです。都産技研が出展した「首都圏テクノネットワー
クゾーン」、「次世代ロボットゾーン」にも多くの方々に来場いただき、研究成果や支援事業について紹介し
ました。

開催報告

　産業交流展は、優れた技術や豊富なアイデアを持つ魅
力的な中小企業が多数出展しており、都産技研をはじめと
した公設試験研究機関も、「首都圏テクノネットワークゾー
ン」を設け、最新の研究成果や支援事業をご覧いただきま
した。また、平成26年度経済産業省補正予算（地域オー
プンイノベーション促進事業）に採択された「関東圏と関西
圏広域連携による医療機器産業競争力強化」による支援
についても紹介しました。都産技研からは、城南支所に開
設した「先端計測加工ラボ」や墨田支所に新たに開設した
「生活空間計測スタジオ」の設備や開発製品などを紹介し
ました。また、本年度サービスを開始した金属粉末AMをは
じめとする「３Dデジタルものづくり支援」のコーナーでは、
「製品開発に利用したい」と熱心に質問されるお客さまが
多く、注目を集めました。

　最新のロボット技術を体験いただく場として新たに企画
された「次世代ロボットゾーン」では、ロボット開発セクターが
開発を進めるT型ロボットベースを利用したさまざまなロ
ボットのほか、今年度スタートした「ロボット産業活性化事
業」や「東京ロボット産業支援プラザ」の紹介を行いました。
初日には、舛添東京都知事が視察に訪れ、都産技研のマ
スコットキャラクターの「チリンロボット」による日本語、英語、
中国語による会話機能のデモンストレーションをご覧くださ
いました。

「３Dデジタルものづくり支援」など
都産技研の最新の取り組みを紹介

注目を集める最新のロボット技術が集結した
「次世代ロボットゾーン」

広報室＜本部＞　TEL 03-5530-2521お問い合わせ

東京消防庁
深川消防署より感謝状
　職員の救命救急講習受講の推進な
ど救急業務の充実・強化に取り組んで
きたことが評価され、東京消防庁深川
消防署より、感謝状を授与されました。
受 賞 者：都産技研
受 賞 日：平成27年9月7日
表彰団体 ：東京消防庁　深川消防署

一般社団法人トライボロジー学会
ITC Tokyo 2015 Poster Award for Young Tribologists
　平成27年9月16日、17日に開催された国際会議「International Tribology 
Conference Tokyo 2015」において、若手の優秀な発表者に授与される「ITC 
Tokyo 2015 Poster Award for Young Tribologists」を徳田副主任研究員
（写真左）が受賞しました。（写真右：共同研究者 川口主任研究員）

受 賞 者：徳田 祐樹　
 城東支所　副主任研究員
受 賞 日：平成27年9月18日
表彰団体 ：一般社団法人トライボロジー
 学会
表　　題：Mechanical Properties 

Comparison of 
Hydrogenated DLC Films 
Deposited by 13C Methane 
or Regular Methane Gases

平成28年
1月13日～15日

平成28年
1月27日～29日

第6回 クルマの軽量化技術展

第2回 ウェアラブルEXPO

SURTECH 2016

nano tech 2016

3D Printing 2016

東京
ビッグサイト

CFRP環状ばね、高剛性サンドイッチコアの紹介

燃料電池用部材・農業用資材等の金属繊維の紹介

環境低負荷型めっき、AMモデルへのめっき技術の紹介

機能性ナノ粒子・サブナノ粒子の紹介

3Dデジタルものづくり支援の紹介

開催日 展示会名 出展内容

「チリンロボット」のデモンスト
レーションをご覧になる舛添
知事

デモンストレーションには多くの
方が足をとめ、熱心に質問され
ていました

●今後の展示会出展予定
場所
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経済産業大臣表彰

首都圏テクノネットワークゾーンでは、
幅広い技術分野の研究成果を紹介し
ました

３Dデジタルものづくり支援を紹介す
るコーナーでは、金属粉末AMによる
試作品や城東支所が試作に協力した
フィギュアを展示しました

　工業製品の標準化推進活動に優れた功績を有する方を表彰する「工業標準化事業
表彰」の経済産業大臣表彰を原田 晃理事が受賞しました。　
　これまで原田理事は、「海水中のpH高精度測定法」について日本から提案し、ISOで
の規格化を主導してきたほか、日本工業標準調査会（環境・資源循環専門委員会）の臨
時委員を務め、環境分野に資するJISの制定・改正に取り組み、我が国の環境対策の
向上に大きく貢献してきました。これらの取り組みが評価され、経済産業大臣表彰を授与さ
れました。

一般社団法人電気学会
基礎・材料・共通部門表彰

　平成27年9月17日に開催された平成27年度電気学
会基礎・材料・共通部門大会において、平成26年度に
発表した若手研究者の中から優秀論文口頭発表者に対
し授与される電気学会優秀論文発表賞を佐々木主任研
究員が受賞しました。

受 賞 者：佐々木 正史　
 実証試験セクター　
 主任研究員
受 賞 日：平成27年9月17日
表彰団体 ：一般社団法人電気学会
発表題名：小型共晶点セルによる
 熱電対の高温度校正

一般社団法人日本繊維製品消費科学会
奨励賞

　衣服内の水分環境を明らかにすることを目的に山田副
主任研究員が実施した研究に対し、平成27年6月27日
に開催された日本繊維製品消費科学会において、今後の
発展が期待されるとして奨励賞が授与されました。

受 賞 者：山田 巧　
 技術経営支援室　
 副主任研究員
受 賞 日：平成27年6月27日
表彰団体 ：一般社団法人日本繊維製品
 消費科学会
表　　題：衣服素材の必要水分透過量
 設計に向けた基礎研究

受 賞 者：原田 晃 理事　　
受 賞 日：平成27年10月5日　　
表彰団体 ：経済産業省

受賞報告 中小企業が一堂に集結する
産業交流展2015に出展
　3日間を通じて5万人を超える来場者が訪れた産業交流展2015（平成27年11月18日～20日）。
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クゾーン」、「次世代ロボットゾーン」にも多くの方々に来場いただき、研究成果や支援事業について紹介し
ました。

開催報告

　産業交流展は、優れた技術や豊富なアイデアを持つ魅
力的な中小企業が多数出展しており、都産技研をはじめと
した公設試験研究機関も、「首都圏テクノネットワークゾー
ン」を設け、最新の研究成果や支援事業をご覧いただきま
した。また、平成26年度経済産業省補正予算（地域オー
プンイノベーション促進事業）に採択された「関東圏と関西
圏広域連携による医療機器産業競争力強化」による支援
についても紹介しました。都産技研からは、城南支所に開
設した「先端計測加工ラボ」や墨田支所に新たに開設した
「生活空間計測スタジオ」の設備や開発製品などを紹介し
ました。また、本年度サービスを開始した金属粉末AMをは
じめとする「３Dデジタルものづくり支援」のコーナーでは、
「製品開発に利用したい」と熱心に質問されるお客さまが
多く、注目を集めました。

　最新のロボット技術を体験いただく場として新たに企画
された「次世代ロボットゾーン」では、ロボット開発セクターが
開発を進めるT型ロボットベースを利用したさまざまなロ
ボットのほか、今年度スタートした「ロボット産業活性化事
業」や「東京ロボット産業支援プラザ」の紹介を行いました。
初日には、舛添東京都知事が視察に訪れ、都産技研のマ
スコットキャラクターの「チリンロボット」による日本語、英語、
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「３Dデジタルものづくり支援」など
都産技研の最新の取り組みを紹介

注目を集める最新のロボット技術が集結した
「次世代ロボットゾーン」

広報室＜本部＞　TEL 03-5530-2521お問い合わせ

東京消防庁
深川消防署より感謝状
　職員の救命救急講習受講の推進な
ど救急業務の充実・強化に取り組んで
きたことが評価され、東京消防庁深川
消防署より、感謝状を授与されました。
受 賞 者：都産技研
受 賞 日：平成27年9月7日
表彰団体 ：東京消防庁　深川消防署

一般社団法人トライボロジー学会
ITC Tokyo 2015 Poster Award for Young Tribologists
　平成27年9月16日、17日に開催された国際会議「International Tribology 
Conference Tokyo 2015」において、若手の優秀な発表者に授与される「ITC 
Tokyo 2015 Poster Award for Young Tribologists」を徳田副主任研究員
（写真左）が受賞しました。（写真右：共同研究者 川口主任研究員）

受 賞 者：徳田 祐樹　
 城東支所　副主任研究員
受 賞 日：平成27年9月18日
表彰団体 ：一般社団法人トライボロジー
 学会
表　　題：Mechanical Properties 

Comparison of 
Hydrogenated DLC Films 
Deposited by 13C Methane 
or Regular Methane Gases

平成28年
1月13日～15日

平成28年
1月27日～29日

第6回 クルマの軽量化技術展

第2回 ウェアラブルEXPO

SURTECH 2016

nano tech 2016

3D Printing 2016

東京
ビッグサイト

CFRP環状ばね、高剛性サンドイッチコアの紹介

燃料電池用部材・農業用資材等の金属繊維の紹介

環境低負荷型めっき、AMモデルへのめっき技術の紹介

機能性ナノ粒子・サブナノ粒子の紹介

3Dデジタルものづくり支援の紹介

開催日 展示会名 出展内容

「チリンロボット」のデモンスト
レーションをご覧になる舛添
知事

デモンストレーションには多くの
方が足をとめ、熱心に質問され
ていました

●今後の展示会出展予定
場所
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自分の“強み”を活かして新たなチャレンジを続け、
よりよいサービスを提供していく

　大学院時代に都産技研を見学し、丁
寧な対応やアットホームな雰囲気が印
象的でした。埼玉県の中小企業で研究
開発に従事していたことがあり、その頃
の経験も活かせると考え、博士課程修
了後に都産技研に入りました。
　現在、素材の表面処理に関する技術
支援を担当しています。一言で表面処
理といっても、めっきや塗装など幅広く、
お客さまから寄せられる相談は製品開
発から性能評価、事故解析など多岐に
渡ります。都産技研には、各分野のエキ
スパートが揃っているので、分からないこ
とがあっても、すぐに他の研究員が力に
なってくれます。最初は、知識不足ゆえ
にお客さまの真意をすぐに読み解けな
かったことがありましたが、経験を重ねる
とともに、中小企業の製品開発や製造
現場を実際に知っていることから、お客
さまが本当に求めている支援を行えるよ
うになり、今では私の強みになりました。
　お客さまから、「丁寧に対応してもらい
感謝しています」という言葉をいただくこ
とで、やりがいを実感しています。

　研究面では、めっき技術の開発と高
機能化に取り組んでいます。都産技研
が開発した環境対応型ニッケルめっき
は、排水規制の対象となるホウ酸の代
わりにクエン酸を用いる画期的なもの
で、環境負荷を低減するうえに耐食性な
どの機能面でも優れています。国内企
業への技術移転に取り組むとともに、海
外で開催される学会にも積極的に参加
し、世界中でこの技術が利用されること
を目指しています。めっきは、成熟産業と
いわれており、国内から東南アジアへ製
造の場を移しています。しかし、日本でし
かできない技術を確立・普及すること
で、国内産業の活性化に貢献していき
たいと考えています。

　職員同士の「情報共有」にも力を入
れています。個人で完結してしまいがち
だった研究や支援の情報を、ノウハウと
して共有するようにしています。
　これからも自分にできることには、どん
どんトライし、多くの経験を積み、技術支

援に取り組んでいきたいです。なんでも
完璧を目指しすぎると良い仕事も続かな
くなります。仕事と同様に家庭を大切に
して、ワークライフバランスを保つように
心がけ、都産技研を訪れるお客さまに対
し、よりよいサービスを提供していきたい
です。

　炭酸ガスの排出抑制が世界的な流
れとなる中で、メソポーラスシリカ※を用
いた触媒による燃料電池用水素中の
微量一酸化炭素の酸化を研究してい
た、北海道大学触媒科学研究所の福
岡氏。この研究の発展の一つとして、白
金（プラチナ）微粒子を通常のシリカとメ
ソポーラスシリカにそれぞれ担持させて
（図1）、25℃～150℃の条件下で、温
度を上げながらエチレンの酸化分解活
性を比較したところ、メソポーラスシリカ
を使った場合、常温（25℃）でも高い活
性を示すことがわかりました。
　「従来、高温下でしか活性を示さな
いと考えられていた触媒に対し、エネル
ギーをかけずに反応させるという発想
の転換で、より温度の低い環境下でも
実験してみたところ、触媒反応を得られ
ることがわかりました。さらに、市場調査
をしたところ、野菜や生花を低温下で
保存するときに生じるエチレンの除去
方法が求められていることを知ったの

です」（福岡氏）。
　研究成果を平成25年5月に発表し
たところ、コンタクトをとってきた企業の
一つが日立アプライアンス（株）でした。

　容量・サイズ・省エネという冷蔵庫
に求められる基本要求に加え、日立ア
プライアンス（株）が他社製品との差別
化のために注力していたのが「鮮度保
持」でした。野菜の鮮度保持には、腐敗
の原因となるエチレンの分解除去と、野
菜の呼吸抑制に必要な炭酸ガスの供
給が必要です。触媒によるエチレン分
解は、水と炭酸ガスが生じるため、都合
の良い方法です。
　「冷蔵庫という低温環境において、エ
ネルギーをかけずに野菜の鮮度保持を
実現する触媒技術がこれまでありませ
んでした。福岡先生の研究成果は、ずっ
と探していたものでした」（日立アプライ
アンス（株） 船山氏）。

　低温下でエチレンを分解した場合、生
じた水分が蒸発せずに触媒の白金に付
着するため、活性が低下します（図2）。
　「実は、触媒の性能を100％発揮さ
せることを諦めて使用しています。実用
化にあたっては、求める性能と維持コス
トのバランスが鍵になります。野菜室に

おいて触媒の効果を検証したところ、生
じた水分を取り除かずに使用し続けて
も、触媒性能が0になることなく、一定レ
ベルで維持されることがわかりました。そ
のレベルが私たちの求める水準に達し
ていたことが採用の決め手になりまし
た」（船山氏）。
　現在販売されている冷蔵庫では、触
媒は本来の20 ～30％の性能しか発
揮していない状態ですが、従来品の光
触媒より2倍以上の炭酸ガス生成が得
られています。

　現在、触媒科学研究所では、触媒反
応を維持しつつ高価で希少な白金の使
用量を減らす研究が進められています。
より多くの用途において触媒の活用が
広がることが期待されます。

※メソポーラスシリカは、通常のシリカとは異なり
2～50nmの規則的形状の細孔を持ちます。高い
活性を示す原理については、現在も研究が進めら
れています。

野菜や花の腐敗をもたらす微量の
エチレンを低温で分解除去する白
金微粒子／メソポーラスシリカ触
媒をご紹介します。

最近注目されている技術を
取り上げてご紹介します

大学院修士課程修了後、中小企業での
勤務経験を経て博士課程へ。大学院時
代の専門分野はバイオマスエネルギー。
趣味は着物を着ての街歩きなど多数。

表面技術グループ
副主任研究員

中小企業での勤務経験を
技術支援に活かす

発想の転換が生んだ
低温下での触媒研究
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北海道大学　
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世界を視野に新技術の
開発・普及に挑む

職場も家庭も大切にして、
よりよいサービスを提供していきたい

「化学英語の基礎―和英・英和用例辞典」
野﨑 亨／培風館 ISBN 4-563-04584-5
研究論文や講演原稿の作成には欠かせない一冊です。

わたしの
おススメの本

研究成果を製品にどう落とし込むか

う　ら　さ　き 　　  か　　　お　　　り

休日は、着物で散策
を楽しんでいます

「デジタルマイクロス
コープ」で表面や断
面の状態をチェック
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図2  0℃の環境における、触媒によるエチレンの反応率。
1.5時間経過すると低下。200℃で加熱し水分を除去す
ることで反応が回復する

図1　白金微粒子／メソポーラスシリカ触媒の構造

白金微粒子

メソポーラスシリカ
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図1　白金微粒子／メソポーラスシリカ触媒の構造
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　首都圏公設試験研究所機関連携体「TKF」は、これま
で、TKF各機関の成果事例発表、情報交換の場として
開催してきたTKFフォーラムを公開し、「TKFオープン
フォーラム」として開催します。活動内容や成果を広く中
小企業の方々に知っていただき、さらに連携支援を充実
させていきます。ぜひご参加ください。

◆プログラム
1.

2.
3.

4.
5.

「大学発ベンチャー企業による、手術支援ロボット機器の製品
開発」
リバーフィールド（株） 代表取締役 原口 大輔氏
公設試験研究機関の海外展開支援事業の紹介
TKF各機関からの報告　
「一押し技術紹介と製品化事例紹介」
助成事業紹介
交流会（会費制）

パネル展示（531会議室）
　TKFとMTEPの活動の紹介／各機関の得意技術・成果事例など

◆プログラム
1.

2.
3.
4.

東京都異業種交流グループとは
　都産技研では、さまざま業種の企業が集まり、お互いの技術や
ノウハウを提供しあい、新分野進出への方向性を探る「場」となる
異業種交流グループの結成を支援しています。現在、27グループ
が活動しています。

基調講演　
「ものづくり羅針盤 ～TPPでものづくり 中小企業の進む道は～」　
 （一社）日本機械学会　イノベーションセンター長 渡邉 政嘉氏
展示商談会
プレゼンテーション
名刺交換・交流会

●日　　時

●会　　場
●定　　員
●参 加 費
●申込方法

　「合同交流会」は、年1回、全ての異業種合流グループ
が一堂に会し、交流・情報交換を図るイベントです。本年
度は【知って得する小さい力 小さな技術を大きく実現】を
テーマとし、都産技研の技術研究会および（公財）東京都
中小企業振興公社異業種交流グループにも参加いただ
き、合同交流会を開催します。
　来場者とのふれあいの中で、
新たなビジネスチャンスが芽生
える場となるでしょう。一般の方
のご来場もお待ちしております。

第31回東京都異業種交流グループ合同交流会開催

「平成27年度 TKFオープンフォーラム」
運営事務局
TEL 03-5644-7499　FAX 03-5644-7397

お問い合わせ

平成27年度 TKFオープンフォーラム ―技術の力で中小企業の未来を拓く、公設試験研究機関の成果事例発表会― 開催

I n f o r m a t i o n

平成28年 1月29日（金） 14：00～ 17：20
（交流会 17：45～ 19：00）
都産技研　5階講堂
100名
無料（交流会3,000円）
都産技研ホームページまたは
FAXにてお申込みください。後日
事務局より聴講券を送付します。
FAX：03-5644-7397

●日　　時
●会　　場
●参 加 費

平成28年2月25日（木）10：40～ 16：00
三鷹産業プラザ　７階（三鷹市下連雀3-38-4）
無料

※事前申し込みは必要ありません。直接会場にお越しください。

お申し込みは
こちらから

交流連携室＜本部＞　TEL  03-5530-2134お問い合わせ

昨年度の合同交流会の様子
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表紙の写真は、材料技術グループで開発し
た六価のクロム酸化物を用いたVOC除去
材料です。特定の細孔を有するポーラスシリ
カを鋳型として作製したことで、加熱により
三価の状態から六価に再生して、繰り返し
使用することができます。この特性を生かし
たさまざまな用途への展開が期待できます。
研究の詳細は、4～5ページをご覧ください。
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加熱により再生可能なVOC除去材料
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都産技研から未来へ、先端技術情報を発信
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